アフタ-トビス 

圈獅書卿こ麗してありまず。） 

保 I 劃ま、必ず「も買い上げ日•販売店もなど備 A を嫌かめのうえ、般売 
店から受け取っていただき、離をよくち読みのあと大刷こ保をしでください。 

臟期闆-お賣し做日か到年闊 

酶理を依頼されるほ 

もう™度臟説明書をよくお読みいた鮮、ご確認のうえ、直らないとき肤お 
買い ... t げ謹売店 I こ修 I をご依頼ください。 

罐 I 1 W は 

保 I 盡の規定に従って鞭い上げの販売店が修理をさせていただきまずので、 
恐れ入りまずが、製品 I こ保証書を添えてご持参ください。 

お買い上げの i 売腐こご 1 棚こならない場合じは、も近くの「總様ご相談セ 
ンタ--」(別紙)じご連絡〈たさし、。 

罐—詔期間が選ぎているときは 

お買し仙の販売店へご麵ください。修 i 祁ば側できる編についでは、 
ご希望じより欄で f 酸させでいた辟まず。 

嫩売店 I こご麵(こならない場合じは、お近くの「お客様ご欄わンタ n 剧紙) 

I こご連絡ください。 

麵麵齡離 S の II 保誦間 

本機の繼臟能部品(機能維持のためじ必要舶嗎)の最低保有期間は、製造 
抓]り後牌でず。 

この期間は、綱産業省の指導 I こよるものでず。 

I アフタ-トビスなどじついて、おわかりじならなし、とき 

お買い上げの販売店または、純くの「淵 i ご I 目觀ンタ-」刷紙 I こお問し、 
台わせください。 

II 利巧附まえのため如る姗りでず） 


お1いよげ B 

年月 曰 

■ U 

;赏業,'; 


1;||養/龍 

が 

細 

:;.塞.藤:..:准:..雁/ 

ご欄炎ねンタ-" 

が）… 


t 公下電器産業株式をな才…デイオ事業部 


巧 71 大随鴨雕侧觀号巧咖細- 1 脚 


RQTK 0019-8 

F 0294 N 2065 


AM レシ ~ バ " 

品番 R 饼 


このたびは、 AM レシ-パ-をお寶い上げい 
ただき、まことじありがとうございました。 
■この綱書と！》をよく織みのうえ、 
I しくお使いください。そめあと大切に保 
存し、磯なと安お読みください。 

■保 i 書は、おず「お費し脚日•販売輪 
など備入を確かめで、販売底からあ受け 
取りください。 

麵麵 

g 手に使:)て巧 I こ節約1 



受信霸数 

AM :概 -I 目? 9 kHz 

ストカ胃 'mm 

実用最大出力：1目 OmW 旧 AJ ) 

電源 

觸 ft : DCM 単?臟電池 X 
ffl 

最大外财ま:龍 W ) X 1 測 H)X 關 
の) ■ ( EIAJ ) 

麗 ：約训目臟池含む） 

巧属 S ;単臓電池 ( RMPU )® 


Panasonic 

iiilt ： 



a 持顯間 

使臟池 

WFKEIAJ ) 

ナショナルネオ(〈黒》 

約1腳寺間 

乾電池师判） 

パナソこックアルカリ 

乾電池 ( LRH ) 

約®間 


電池持続時間は、使臟件じより短〈お 
ことがありまず。 

この定格は、齡晌上のため類ずること 
ザありまず。 






觸池の麵•あ 1 れなどの防止のた 
めに、次のことを辦り〈ださい。 

續しい乾電池と、使用した乾電池は 
混用し加、。 

® 違う種 I の鶴池は涵しない。 
的プラスと0マイナス赃しく入れ 
る 0 

參乾電測疏電しない。 

參長期間使用しないときは、乾電池を 
取り出しでおく。 

獲乂の中への投入もシヨ-卜、分解、 
1) 臟はしない。 


使用上のごま意 

圍加 I •改造はしない 

故障 ( D 願になります。 

圓落としたり、強い酶をあたえない 
破損ずることがありまず。 

麵けてほしい使臟巧は 
次のような飄で細ずると故障の原 
卸こなりまず。 

1. 倉庫などほこりの多い巧 

2. 暖房器の近〈など S 度の高い巧 
I 夏の閉め tb た軸に放置しない 
IIFCI こ達ずることもありますので、 
キヤはットが変あ\変色ずることが 
ありまず。 


■定期券やキャクシ:!力-ドなどをあ 
づけない 

スピ-力-の磁気の暴響で、力-ドが 
使えな〈わたり、購が正し〈働か 
ないことがありまず。 

お手入れ 

柔らかし佈でふいでください。;'訊が 
ひどいはは、ホか册ん? J (を含ませ 
た巧でふき、 I 贈ぶきしで〈ださい。 
»アル〕-ルやシンナ-は使わないで 
ください 0 

«化学ぞうきんをご1細のときは、そ 
の説鴨をご覧〈ださい。 


繪、屋外での使刷こついて 

日常生活防水設計じより、ホしぶ就 
かかる願でもお使い(こなれまず。 ( J に 
保護等級4、腑つ臟当） 


ごま意 


つぎのようなことは、顯の原因とな 
りまずので避けで〈ださい。 

* 水じつけたり、多量の水をかける。 
* 高温、權の獅に麵離置ずも 
ご使用にならないときじは、風通し C 
よい飄じ i いてち〈ことをおずずだ 
しまず 0 


















